
函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 文章作成法
科目基礎情報
科目番号 0187 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 社会基盤工学科 対象学年 4
開設期 2nd-Q 週時間数 2

教科書/教材 教員が適宜用意する。参考として大修館書店『国語便覧』、国語辞典等、文章作成のために必要なものを用意すること
。

担当教員 鳴海 雅哉
到達目標
1.実用的文章の書き方を身に付けることができる。
2.明確に他者に伝わる文章の書き方を身に付けることができる。
3.自分で推敲し、よりよい文章表現とすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 実用的文章を自在に書くことがで
きる。

実用的文章の書き方を身に付ける
ことができる。

実用的文章を書くことができない
。

評価項目2 明確に他者に伝わる文章を、自在
に書くことができる。

明確に他者に伝わる文章を書くこ
とができる。

明確に他者に伝わる文章を書くこ
とができない。

評価項目3 自分で推敲し、表現だけではなく
内容も改善することができる。

自分で推敲し、よりよい文章表現
とすることができる。 自分で推敲することができない。

学科の到達目標項目との関係
函館高専教育目標 E
教育方法等

概要
社会人として必要な、実用的な文章の書き方、及び明確に他者に伝わる文章の書き方を身に付けるための演習を行う。
具体的には、作文演習を何度もくり返し、その推敲を重ねることによって、自分自身で適切な文章が書けるようになる
ことを目指す。加えて、他者の論理的な文章を正確に理解できる力の習得も目指す。

授業の進め方・方法 教員による解説と課題文執筆

注意点

１，本講義では、毎回課題を課すので、丁寧に仕上げ、授業時間内もしくは指定の期日までに提出すること。
２，多くの語彙を扱うので、国語事典を必ず持参すること。スマートフォン・電子辞書の使用も許可する。
３，演習課題だけではなく、新聞や書籍等を読んで広い視野と思考力、論理的なものの考え方やその表現方法を養うこ
と。
４，他者に見られる文章作成を意識すること。
５，課題の提出がないときは、評価対象が無いものと見なす。特欠等の理由があるときは、申し出て提出すること。普
通欠席については、申し出ても対応できないことがあり得る。
６，授業に不要な行動をしていた際は、没収の上、減点等のペナルティを与える。
７，（評価についての補足）各時間の課題を100%として評価する。
８，課題はできる限り早期に返却することを心がけるが、授業者の校務により、遅れることもあることを諒とされたい
。
９，この科目の授業は第2クォーター（前期後半）に2時間連続で実施される。
10，JABEE教育到達目標評価：課題100%（E-2）
※事実上課題のみで評価をする科目なので、最終成績で不合格時に再試験相当の配慮はしない。不合格を確定する。
※本科目は学修単位（1単位）の授業であるため、履修時間は授業時間15時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題
・テスト等のための学修）を併せて45時間である。自学自習の成果は課題によって評価する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 2ndQ

9週 ガイダンス、文章作成のコツ、意見文執筆 授業の進め方、文章作成のコツを理解することができ
る。意見文を適切に書くことができる。

10週 小論文① 小論文を適切に書くことができる。
11週 小論文② 小論文を適切に書くことができる。
12週 小論文③ 小論文を適切に書くことができる。
13週 小論文④ 小論文を適切に書くことができる。
14週 小論文⑤ 小論文を適切に書くことができる。
15週 小論文⑥ 小論文を適切に書くことができる。
16週 答案返却 文章作成について理解することができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 50 0 0 0 0 50
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 50 0 0 0 0 50


